
「英語論文の探し方」

スライド見本

※説明の例がここに表示されます※



英語論文の探し方

Web of Science

クラリベイト・アナリティクス社が提供

論文間の引用関係を網羅

主要な海外雑誌を収録

今回紹介するのはWeb of Scienceというデータベースです。Web of Scienceはクラリベイト・ア
ナリティクス社が提供するデータベースで、論文間の引用関係を網羅していることが特徴のひとつ
です。主要な海外の学術雑誌を収録しています



それではアクセスしてみましょう。附属図書館HPの「データベース」をクリックします



「よく使われるデータベース」の「Web of Science」をクリックします



こちらがWeb of Scienceのトップページです。右上から言語を選択できます。検索ボックスの横
のメニューで「トピック」などの検索種別を切り替えることができます

「Web of Science」 https://www.webofscience.com/wos/woscc/basic-search

言語選択



トピック

タイトル

タイトル、抄録、著者キーワード等

タイトルのみ

検索種別について、「トピック」では複数のフィールドで広く検索することができ、例えば「タイ
トル」に切り替えて検索すると狭い範囲で検索することができます



* 英語の語尾変化に対応

次にWeb of Scienceでの検索を補助してくれる、基本的な記号などを紹介します。一つめはアス
タリスクです。これは、キーワードを英語の語尾変化に対応させるために使います



biology

biological

〇

×

×

biologies

biology

例えば「biology」と入力して検索すると、そのままのキーワードが含まれている論文はヒットし
ますが、少し言葉の形が違う「biologies」や「biological」が含まれるような論文はヒットしませ
ん。※検索キーワードは、学科や授業によって異なります



biolog*

biological

biologies

biology〇

〇

〇

biology

しかし、ここにアスタリスクを、単語の共通部分であるbiologにくっつけて検索すると、３つすべ
てが一度に検索できます



* 英語の語尾変化に対応

“” フレーズ検索に使用

二つめはダブルクオーテーションです。これはフレーズ検索に使用します



paper sludge(“”なし)

In this paper,……the sewage sludge

汚泥

例えばダブルクオーテーションなしでpaper sludge入力したとすると、抄録に「In this 
paper,……the sewage sludge」などと書かれている論文がヒットします。sewage sludgeは汚泥
です。このように2つ以上のキーワードで検索する場合、探したいものとは違うものが含まれる論
文もヒットしてしまいます



“paper sludge”

〇Study on……Paper Sludge

“”を使うと、「study on paper sludge」のように、キーワードが隣り合うフレーズとして使われて
いる論文を検索するので、先ほどのように離れた位置で使われていて、結果として違うものを指し
てしまっているような論文を除外することができます。

×In this paper,……the sewage sludge



* 英語の語尾変化に対応

“” フレーズ検索に使用

OR 同義語等の検索に使用

三つめは「OR」を使った検索です。これは、同義語等の検索に役立ちます



AI

「Study on AI……」

「Study on Artificial Intelligence……」

〇

×

例えば「AI」と検索すると、「AI」が含まれる論文はヒットしますが、AIの代わりに「Artificial 
Intelligence」だけが使われている論文はヒットしません



Artificial Intelligence

AI

「Study on AI……」

「Study on Artificial Intelligence……」

×

〇

反対に「Artificial Intelligence」と検索すると、「Artificial Intelligence」が含まれる論文はヒット
しますが、代わりに「AI」だけが使われている論文はヒットしません



①AI

②Artificial Intelligence

…
…

無駄を省き、
1回で済ませたい

同じものを指しているのに、論文によって使われている言葉が違う場合があります。その言葉ごと
に検索しなおすと、大きな無駄が生じてしまいます



AI OR “artificial intelligence”

「Study on AI……」

「Study on Artificial Intelligence……」

〇

〇

こういうときに、ORを使って似たような言葉をつなぐと、両方が含まれる論文を検索することが
できます



キーワードで検索すると、検索結果の一覧が表示されます。画面の上部に並び替え条件があります。
検索結果の論文は、デフォルトでは関連度順に並んでいますが、出版年の新しい順、古い順、被引
用回数の多い順などに切り替えることができます。

「Web of Science」 https://www.webofscience.com/wos/woscc/basic-search

デフォルトは関連度順



引用された回数が多い順
大きな影響を与えた論文を
見つけやすい

例えば被引用数は、Web of Science内の論文にどれだけ引用されたかという数です。多くの研究
者に引用されている論文は、その分野で読んでおくべき重要な論文となっている場合があります

「Web of Science」 https://www.webofscience.com/wos/woscc/basic-search



論文ごとの被引用数は、右側に表示されています

「Web of Science」 https://www.webofscience.com/wos/woscc/basic-search



左側「検索結果の絞り込み」にある「高被引用文献」は、所属する分野の中で特に多く引用されて
いる論文です。自分のテーマに近い論文があれば、優先的に目を通すとよいかもしれません

「Web of Science」 https://www.webofscience.com/wos/woscc/basic-search

属する分野で特に多く
引用されている論文



ホットペーパーは、2年以内に出版された論文の内、最近2か月間で、属する分野で特に多く引用
されている論文です。発表されてから急速に注目を集めた論文などが該当し、その分野の新しい論
文の中で重要な位置を占める場合があります。ホットペーパーも、自分のテーマに近い論文があれ
ば読んでおくとよいかもしれません

「Web of Science」 https://www.webofscience.com/wos/woscc/basic-search

2年以内に出版された論文の内
属する分野で特に多く
引用されている論文
（直近2か月）



「Web of Science」 https://www.webofscience.com/wos/woscc/basic-search

オープンアクセスは、無料で公開されている論文です。これにチェックを付けて絞り込むとオープ
ンアクセス論文に絞ることができますが、大学で購入している電子ジャーナルが表示されなくなっ
てしまいます

オープンアクセス（無料で
公開されている論文）に絞る
講読電子ジャーナルは表示
されなくなる



他にも出版年で絞り込んだり

「Web of Science」 https://www.webofscience.com/wos/woscc/basic-search

出版年で絞り込み



分野で絞り込んだりすることができます

分野で絞り込み
「その他のオプション」で
さらに多くの分野を表示

「Web of Science」 https://www.webofscience.com/wos/woscc/basic-search



人工知能

キーワードは思いつかないけど
各分野でどんな研究があるのか
調べたい

コンピューター
サイエンス

医学

農学

?

?

?

例えば人工知能について調べたいということだけが決まっているけれど、人工知能と何について研
究したいかまでは決まっておらず、各分野で人工知能を使ったどんな研究が存在しているか調べた
い場合、分野で絞り込んで論文のタイトルなどを眺めてみると、参考になるかもしれません



論文タイトルをクリックして詳細画面を開くと、著者名や論文が載っている雑誌の名前、巻号、
ページなどが表示されています。画面の下の方には著者が設定したキーワードが表示されており、
興味を惹かれるキーワードがあったら、クリックするとそのキーワードで検索できます

著者が設定したキーワード
クリックするとそのキーワードで
検索できる

「Web of Science」 https://www.webofscience.com/wos/woscc/basic-search



ShimaneLINKSやGoogle Scholarで
PDFファイルが閲覧できるか検索
所蔵検索と文献複写申込は
ShimaneLINKSから

画面上の方にあるShimane LINKSやGoogle Scholarのアイコンをクリックすると、論文のPDF
ファイルが閲覧できるか検索できます。「出版社の全文」をクリックすると、電子ジャーナルの
ページにアクセスすることができますが、大学の契約外で閲覧できない論文もあります。
ShimaneLINKSをクリックすると、島大の図書館が所蔵している場合は、資料の場所が表示されま
す。他大学から文献複写などで取り寄せる場合は、「学外文献複写・現物貸借 を申し込む」をク
リックしてログインすると申し込むことができます

「Web of Science」 https://www.webofscience.com/wos/woscc/basic-search


